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公立大学法人国際教養大学中期目標 

 

大学の基本的な目標 

 

国際教養大学は、グローバル化の進展を背景として、開学以来、幅広い知識と柔軟な

思考に基づく判断力を兼ね備えた実践的な人材の養成を目指して、「豊かな教養教育」

と「実践的な外国語のコミュニケーション能力」を基盤とする新しい大学像を提案、実

現してきた。 

グローバル化が一層加速するこれからの「知識基盤社会」においては、絶え間ない競

争の一方で、多様な文化の尊重が求められるため、より深い教養に基づく実践力ある人

材が必要とされている。また、急激な少子化に伴い、各大学においては生き残りをかけ

た取り組みが求められている。こうした認識の下、国際教養大学は、第２期の６年間に

おける基本的な目標を次のとおり掲げ、更なる飛躍を図るものとする。 

 

① 教育重視の大学として、「外国語、特に英語の実践的な運用能力」、「人文科学、

社会科学、自然科学及び芸術等の広範な領域にわたるグローバルな教養への深い理

解」及び「自己の関心分野の知的深化」を目的とする「国際教養（インターナショ

ナル・リベラルアーツ）」教育の実践により、厳しい国際社会においてリーダーシ

ップを発揮し活躍できる有為な人材を養成し、広く社会に輩出することを目指す。 

 

② 大学の有する様々な有形無形の資源を活用した地域貢献の実践により、より一層

県民や社会の期待に応え、「教育立県あきた」を代表する大学として「県民の誇り

となる大学」を目指す。 

 

③ 第２期６年間を大学の総合的価値を向上させる期間と位置づけ、革新的で持続可

能な運営の推進により、国内トップレベルの「競争力」と「存在感」を示していく

ことによって、秋田県ひいては日本の誇る「リベラルアーツ」大学として国内外に

広く認められることを目指す。 

 

Ⅰ 中期目標の期間 

２０１０(平成２２)年４月１日から２０１６(平成２８)年３月３１日までの６年間 

 

Ⅱ 教育研究に関する目標 

１ 教育の質の向上及び充実 

（１）卓越した外国語運用能力の養成 
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「国際教養」教育の実践及び真に国際社会で通用する人材の育成に必要な英語

その他の言語運用能力の養成を行う。 

（２）「国際教養」教育の推進 

豊かな知識とグローバルな視点の習得により知的探求心の向上を図るとともに、

実践的な思考能力、分析能力及び発信力の涵養並びに日本人としてのアイデンテ

ィティーの確立を促すことによって、国際社会及び地域社会においてリーダーシ

ップを発揮し、活躍できる人材を育成する。 

（３）留学生に対する教育の充実 

日本語はもとより、日本の社会、歴史、文化、政治、経済等を総合的に学び、

日本を理解するための教育の充実を図る。 

（４）グローバル・コミュニケーション実践に係る専門職大学院教育 

英語教育実践、日本語教育実践及び発信力実践分野における高度専門職業人と

して相応しい専門的な知識と技術の習得を目指した実践的な教育を行う。 

 

２ 学生の確保 

（１）県内外からの学生の受け入れ 

県内をはじめ全国から、知的探求心をもつ、積極的で社会貢献に意欲的な学生

を広く募集し、確保する。 

また、県内出身入学者が着実に拡大するよう、有効な手立てを講ずる。 

（２）留学生の受け入れ 

多様な異文化交流ができるキャンパス環境の確保とともに、国際的に活躍でき

る人材を育成するため、日本人学生と切磋琢磨し成長できる優秀な留学生を世界

各国・各地域から受け入れる。 

（３）社会人等学生の受け入れ 

リカレント教育など学習機会の継続的な提供を行い、学習意欲の高い社会人や

他大学からの編入学生を確保する。 

（４）大学院学生の受け入れ 

高度なコミュニケーションの理論と実践力を身につけ、グローバル社会におけ

る高度専門職業人を目指す人材を、国内外から広く募集し、確保する。 

 

３ 学生支援 

（１）学習の支援 

学生が自ら意欲を持って課題を探求し、解決する学習能力を身に付けるよう適

切な履修支援を行う。 

（２）学生生活の支援 

学生が安心して勉学や課外活動に取り組めるよう学生生活に対する的確な支援
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を行う。 

（３）進路指導及びキャリア支援 

初年次からキャリア教育を展開し、学生の進路選択と決定に向けて、個別の学

生に応じた適切なキャリア支援を行うとともに、県内企業等への就職の促進に取

り組む。 

 

４ 研究の質の向上及び充実 

（１）「国際教養」教育に資する研究の推進 

国際教養に係る教育内容の質保証及び教授法の改善に係る研究を推進するとと

もに、各教員が絶えざる自己研鑽に努め、「国際教養」教育の確立を図る。 

（２）研究成果の集積と公表 

学内の教育・研究に関する成果を集積するとともに、広く社会に提供する。 

（３）学術交流の促進 

国際水準の教育研究を維持、向上させるため、国内外の教育研究機関との共同

研究や学術交流の拡充を図る。 

 

Ⅲ 社会貢献に関する目標 

１ 教育機関との連携 

（１）地域の学校等との連携 

「教育立県あきた」を実現するため、県内の小中高校等と連携し、英語や国際

理解活動などの取り組みに対し、積極的な支援を行う。 

（２）県内高等教育機関との連携 

「大学コンソーシアムあきた」に積極的に参画し、県内高等教育機関との交流・

連携を強化するとともに、県内学生等に幅広く学習機会を提供する。 

 

２ 国際化推進の拠点 

（１）卒業生及び留学生ネットワークの形成 

本県の国際化の推進に資するよう、卒業生や帰国後の留学生を包含する国際的

なネットワークを構築する。 

（２）東アジア交流等の促進 

本県と諸外国、特に東アジア地域との交流促進に資する人材の育成や文化交流

に取り組むとともに、県内企業等による環日本海諸国等へのグローバルな展開を

支援する。 

 

３ 地域社会との連携 

（１）多様な学習機会の提供 
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県民のニーズを的確に把握して、地域コミュニティの知力や学ぶ意欲の向上に

つながるよう公開講座等の多様な学習機会を提供する。 

（２）地域活性化への支援 

県内自治体等の地域振興及びまちづくり事業など、秋田県を活性化させるため

の取り組みについて、積極的な支援を行う。 

（３）大学資源の活用と開放 

県内諸団体や地域の取り組みと連携し、大学の知的人的資源を活用して様々な

活動を展開するとともに、大学の保有する施設を積極的に開放する。 

 

Ⅳ 大学経営の改善に関する目標 

１ 業務運営の改善及び効率化 

（１）組織運営の体制 

理事長のリーダーシップの下、大学の叡智を結集するとともに、迅速な意思決

定に基づき革新的かつ持続可能な組織運営に努める。 

（２）大学運営の高度化 

自己点検・評価、学生による授業評価、卒業生に係る調査等の結果を反映した、

業務内容や組織の持続的な改善により、大学運営の更なる高度化を図る。 

（３）人事の最適化 

教職員の業績に関する多角的な評価を通じて、最適な人事管理を実現するとと

もに、組織的な教職員の能力開発への取り組みを通して、優秀な教職員を確保・

養成する。 

 

２ 財務内容の改善 

（１）財政基盤の強化 

経営の安定化を図るため、法人の創意工夫により、自己財源の確保など財政基

盤の強化に努める。 

（２）経費の節減 

地域に支えられた大学であることを踏まえ、徹底した業務の合理化により、経

費の節減を図る。 

 

３ 自己点検評価等の実施及び情報公開 

（１）自己点検評価等 

大学の教育・研究、組織運営に係る自己点検・評価を定期的に実施する。 

また、国際基準による教育・研究の質及び組織運営を評価、検証するため、国

内外の有識者による外部評価を定期的に行うとともに、認証評価機関による認証

評価を実施する。  



 38 

（２）情報公開 

自己点検・評価及び外部評価の結果をはじめ、大学運営に関する計画、財政状

況、社会貢献の実績など、大学の責務に係る情報を徹底して開示する。 

 

４ その他業務運営に関する重要事項 

（１）安全管理体制の整備 

安全管理及び危機管理に関する体制を充実させ、より安全なキャンパス環境を

確立する。 

（２）教育研究環境の整備 

施設設備の適切な維持管理と整備に努め、良好な教育研究環境を確保する。 

 


